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　「この前（2022年9月6日）の撤去では4人、今回の撤去では7人の露天商が売り場を失っ

てしまった。今回の7人のうち2人は自分の家を持っておらず借家で暮らしている。彼ら

は仕事がないから金も稼げない。稼げないから家も出ないといけなくなる。私たちが彼ら

を助ける方法を探さないといけない」

　Y氏は、何度も警官に撤去強行の撤回を訴えたが、パンデー署長の威圧感に押されてし

まい、最後は苦笑いを浮かべながらあたりをウロウロするだけになってしまった。事務所

に戻ったY氏に対して私は「カトマンズ市警察は好きか？ 嫌いか？」と少し意地悪な質問

をした。彼は未だ苦笑いを浮かべたまま返事をしなかったが、そのすぐ後に「世界中のど

こであれ、民衆の多くが警察を「好きだ」と答えることは難しいんじゃないのか？」と静か

に語った。

　それ以降、これまで頻繁に巡回していたカトマンズ市警察の姿をアサンチョークで目撃

することは少なくなった。彼らはカトマンズ市全体の「違法とされる」露店を一つずつ撤

去していく必要があるため、アサンチョークだけにかまっていられないのだろう。カトマ

ンズ市警察によって「綺麗」にされたアサンチョークは、露店が建っていた石台とその周

りで呆然と座り込む元露天商たちを残して、新たな日常を形成しようとしていた。彼らは

「今は何もできない、ただ待つだけだ」と語りながらも、いずれは抗議運動に踏み切ろうと

露天商の仲間と共に計画を立てていた。彼らもただ泣き言を吐いて終わるわけではない。

自分の生命が懸かっているのだ。

　瓦解した空間に萌える新たな芽
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　また、残された石台に腰掛けて野菜を売る露天商がちらほらと見られるようになってき

た。もちろん、彼らは撤去された露天商とは異なる人びとである。彼らはカルパンと呼ば

れる天秤型の道具を使って野菜を運びながら販売する。現在のアサンチョークは、露店と

いう建物やその仕切りによって形成されていたはずの空間秩序は瓦解し、ある種の混沌と

した「公共（＝特定の誰かのものではない）」空間となっている。しかし、逆説的に言えば、無

秩序／混沌とした空間は、誰にでも使われることを可能にする「豊かな非決定性（ド・セル

トー 1987）」を秘めているとも取れる。もちろん、そこはP氏をはじめとする7人の「正規

の」露天商たちの場所であり、彼らの抗議運動の実施次第では売り場を取り戻すことがで

きるだろう。その場合、再び秩序ある空間に再編されると思われる。しかし、この新しい露

天商たちは石台という場所に執着しているわけでもない。彼らは元々アサンチョークの

端で販売していた者たちであり、今は一時的に便利な石台で営業しているに過ぎない。そ

のため、たまに巡回してくる警官を目撃すると、（最も目立ってしまう）石台から離れて広場

の端で営業を再開する。その背景には、彼らは売り場を「ここが自分の場所だ」と固定的に

考えているのではなく、文脈ごとに空間を再認識し、その時に応じて最適な空間を使って

いることが関係している。もし7人の露天商が戻ってきたとしても「あの場所が使えなく

なった」以外の意味は存在せず、元の場所や別の場所へ移動するだけである。

　今回のアサンチョークで発生した露店撤去が意味していたものは、私の想像以上に大き

かった。9月上旬までは、露天商の中でもバレン市長に対する意見は割れていた。とある露

天商の親子を見ても、娘は支持しているが父親は一貫して「あの男は嫌いだ」と苦い顔を

していた。彼らは管理団体に出店料を支払う「正規の」露天商であり、娘は「自分たちは摘

発されないだろう」と考えていた。一方で父親は「明日は我が身」かのように日々不安を募

らせていた。事実、パンデー署長は管理団体を含めて「違法なことをしている」と切り捨て

ており、200年以上も政府の「公認」であったはずの露店が撤去されている。この徹底ぶり

に娘も「やっぱり私も嫌いだ」と意見を変えるようになっていった。

　もちろん、私の周りにもバレン市長を支持する者は多い。衣服店を構える店主は、出店

料を納めずに公共の道路を占拠する露天商を否定的に捉えている。また、長年の政治不信

も影響しているようだ。多くの支持者が口にするのは「これまで政府は機能していなかっ

た。バレン市長はちゃんと実行してくれる」というものであった。確かに、彼は無所属から

当選し、政党の論理に絡め取られることなく政策を遂行できる能力は持っている。しかし、

露天商の摘発においては、市民による「公共空間／みんなの場所」という聞き心地のよい

道徳的言説のもと、アウトサイダーとも侮蔑される都市貧困層に対する報復主義的な性格

が窺える＊1。確かに、露天商によって通行人が渋滞を起こす現場はよく目撃され、私自身

も人混みに揉まれながら煩わしさを感じていたことは否定しない。ただ一方で、ストリー

トフードが支柱をなすカトマンズの食文化において、露天商はその基盤を為す存在である

ことも押さえておく必要があるのではないか。カトマンズ市民の食生活は露天商によって

　カトマンズは報復都市と化すのか？─かりそめの考察として
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支えられているといっても過言ではない。

　最後に、これからも摘発を受け続けていく露天商を、我々はどのように理解していけば

良いのかについて考えたい。そこで、文化人類学者の関根康正による、社会的包摂／排除

論を批判的に検討した議論を紹介して締め括りたい。関根は、社会的に周辺化されてきた

人々を捉えるにあたり、上からの「包摂／排除」論が想定する包摂的救済を待つだけの存

在としてではなく、支配的ディスコースの縁辺を縫うように、他者を取り込みながら自前

の世界を構築していくブリコルールの「主体性」として活写する必要性を指摘する（関根 

2018; 関根ほか 2017）。本稿でいえば、撤去に屈しない姿勢を見せるP氏たち、あるいは特

定の土地に執着しないモビリティを用いて、カトマンズ市警察の摘発を悠々と回避する露

天商の姿を捉えることだといえよう。また、その根底には、この分裂社会において社会的

包摂／排除論は窮状現象への善処という良心的な政策立案に貢献する一方、真の原因であ

る支配中心的な構造の隠蔽作用に加担しかねないという、関根自身の問題意識が存在する

（関根 2017）。つまり、露店を撤去された11人や今後も増えていく元露天商たちのエンパ

ワーメントだけでは、「公共空間だから」、「通行の邪魔だから」という言葉には表象されな

い、報復主義に基づいた「市民」による排他的行為までは捉えることができないというこ

とである。したがって、今の我々に求められているのは、露天商という他者を違法行為と

結びつけた「排除のまなざし」や、貧困問題と結びつけた「包摂のまなざし」で解釈するの

ではなく、彼ら自身の視点から世界を捉える人類学的な理解だと思われる。パンデー署長

がP氏たちをアウトサイダーだと誤解しているように、我々はカトマンズの露天商に対す

る理解が乏しい。また、これからのカトマンズという都市を理解する上で、露天商の存在

は無視できないものとなってきている。そのなか、これからも露天商に対する摘発行為は

続き、やがてカトマンズは完全な報復都市と化すかもしれないと危惧される。このように、

路上空間が均質化していくカトマンズにおける「市民」や露天商の動向については、引き

続き注目していく必要があると思われる。

注
＊１	スミスは報復主義の特徴を、 ミドルクラスや特権階級集団による市民の道徳や家族の価値、 近隣

の安全といったポピュリズム的言説に隠れた、 都市の 「盗っ人」 とみなされた人々に対する抑圧やリ
ベラリズムに対する感情的反動だと言及する。 この背景には、 1980 年代のアメリカにおける、 ジェン
トリフィケーションが先導した都市のミドルクラスにまつわる楽観主義が終焉を迎え、 同時に都市の強
力なアクターとして女性や性的マイノリティ、 労働者階級、 失業者、 移民などが台頭してきたことが
挙げられる。 その結果、1990 年代からゲイやホームレスに対する路上暴力、アファーマティブ・アクショ
ンや多文化主義を敵視するパブリック ・ キャンペーンというかたちで報復都市と呼びうるものが出現した
（Smith	1996:	94;	スミス	2014:	352）。
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